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10
月
17
日（
土
）

「
水
陵
会
の
つ
ど
い
」ご
出
席
下
さ
い

水
陵
会
会
長

杉
原
弘
一
郎

  

水
陵
会
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃

よ
り
米
子
南
高
等
学
校
を
ご
支
援

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
元
米
子
で
の
ご
支
援
は
も
と
よ

り
、
関
西
地
区
、
東
海
地
区
、
関

東
地
区
の
各
水
陵
会
様
に
も
ご
支

あ
い
さ
つ

学
校
長澤

田
　
裕
二

　

10
月
17
日
（
土
）
に
、
水
陵
会

の
つ
ど
い
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
の
南
高
創
立
90
周
年

の
盛
大
な
記
念
式
典
に
向
け
て
、

皆
様
の
ご
出
席
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
水
陵
会
に
対
し

て
格
別
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
賜

り
、
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
近
年
の
少
子
化
の
波
に

よ
り
、
南
高
も
生
徒
数
が
減
少
し

て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
支
援

と
先
生
・
生
徒
の
努
力
が
実
っ
て
、

連
日
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
し
て
い
る

嬉
し
い
昨
今
で
す
。

　

し
か
し
、
社
会
情
勢
等
の
変
化

に
よ
り
同
窓
会
の
維
持
、
発
展
が

難
し
く
、
経
済
面
の
運
営
が
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
同
窓
会
の

火
を
絶
や
す
事
な
く
未
来
へ
繋
ぐ

為
の
改
革
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
皆
様
に
お
送
り
し
て

い
ま
す｢

水
陵
会
だ
よ
り｣

を
本

年
は
全
会
員
の
皆
様
に
ご
送
付
致

し
ま
す
が
、
次
年
度
以
降
は
、
水

陵
会
だ
よ
り
費
用
等
の
協
力
金
一

口
２
，０
０
０
円
（
何
口
で
も
可
）

を
お
振
り
込
み
頂
い
た
同
窓
生
の

方
の
み
の
発
送
と
す
る
こ
と
と
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
但
し
、
３
年

か
ら
５
年
に
一
度
は
全
会
員
に
送

付
致
し
ま
す
。
そ
の
為
に
、
水
陵

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て

会
報
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
る
よ

う
に
計
画
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
10
月
17
日
（
土
）

の｢

水
陵
会
の
つ
ど
い｣

で
お
会

い
出
来
ま
す
事
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
何
卒
ご
協
力
の
程
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

援
頂
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
６
月
の
関
西
水
陵
会
、
７
月

の
東
海
水
陵
会
に
も
お
招
き
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
関

西
水
陵
会
で
は
昨
年
に
続
き
33
年

卒
岡
田
仁
一
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

演
奏
や
「
校
歌
」「
ふ
る
さ
と
」

の
大
合
唱
を
き
く
と
、
思
わ
ず
故

郷
が
あ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
東
海
水
陵
会
で

は
若
い
人
の
参
加
も
あ
っ
た
の
で

す
が
出
席
会
員
の
減
少
に
よ
り
来

年
は
一
時
休
会
す
る
と
の
残
念
な

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
11
月
に
は

東
京
水
陵
会
も
あ
り
ま
す
の
で
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
内
に
目
を
移
す
と
昨
年
度

末
の
人
事
異
動
に
よ
り
教
頭
が
二

人
同
時
に
転
出
し
た
た
め
、
引
き

継
ぎ
が
忙
し
く
転
入
の
教
頭
も
慌

た
だ
し
く
一
学
期
を
過
ご
し
ま
し

た
。
ま
た
、
同
窓
職
員
の
橋
本
圭

司
教
諭
が
鳥
取
県
教
育
セ
ン
タ
ー

の
指
導
主
事
と
し
て
転
出
し
、
校

内
幹
事
が
１
名
減
に
な
り
ま
し
た

が
、
臨
時
的
任
用
で
は
あ
り
ま
す

が
家
庭
科
に
今
春
大
学
を
卒
業
し

た
ば
か
り
の
小
橋
麻
穂
さ
ん
が
講

師
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。
今
年

の
採
用
試
験
を
突
破
し
来
年
度
の

採
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
時
の

流
れ
を
経
て
校
内
の
職
員
は
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、
豊
か
な
自

然
環
境
に
囲
ま
れ
た
校
舎
の
姿
は

変
わ
る
こ
と
な
く
歴
史
を
積
み
重

ね
て
い
ま
す
。

　

５
月
末
に
鳥
取
県
総
合
体
育
大

会
も
お
わ
り
、
今
年
は
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
部
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
８
月
に
近
畿
各

県
で
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

惜
し
く
も
全
国
の
舞
台
を
逃
し
た

部
も
次
の
大
会
を
目
指
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
飛
び
込
み
同
好

会
は
部
員
１
名
で
す
が
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
、
日
本
選
手
権
へ
出
場
し
ま

し
た
。
文
化
部
で
は
放
送
部
、
か

る
た
部
が
７
月
末
か
ら
始
ま
る
滋

賀
県
で
の
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
の
県
代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
の
10
月
に
は
近

畿
地
区
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
が

鳥
取
県
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
各
部
と
も
熱
が
こ
も
っ
て
い

ま
す
。（
鳥
取
県
は
福
井
県
、
徳

島
県
と
と
も
に
近
畿
高
等
学
校
文

化
連
盟
に
加
盟
し
て
い
ま
す
）
県

内
で
は
米
南
に
し
か
な
い
小
倉
百

人
一
首
か
る
た
部
の
大
会
運
営
は

米
南
の
み
で
運
営
す
る
た
め
部
顧

問
以
外
に
も
多
く
の
職
員
が
協
力

し
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

米
子
南
高
な
ら
で
は
の
商
業
ク

ラ
ブ
、
家
庭
ク
ラ
ブ
の
存
在
も
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
夏
休
み
中

に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
情
報
処
理

競
技
会
、
珠
算
電
卓
競
技
会
、
簿

記
競
技
会
の
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
す
。
地
域
活
動
に
も
参
加
し
て

25

い
ま
す
の
で
ど
こ
か
で
ご
一
緒
に

な
る
機
会
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
一
声
激
励
し
て
い
た
だ
き
た
く

お
願
い
し
ま
す
。
お
土
産
物
の
商

品
に
小
さ
く「
米
南
商
業
ク
ラ
ブ
」

「
米
南
家
庭
ク
ラ
ブ
」
と
記
載
し

て
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
物
産

展
な
ど
で
目
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
生
徒
皆
そ
れ
ぞ

れ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
米
南
生

が
将
来
活
躍
で
き
ま
す
よ
う
今
後

と
も
さ
ら
な
る
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

同
期
の
方
か
ら
の
お
誘
い
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
準
備
の
都

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
10
月
13
日

（
火
）
ま
で
に
出
席
の
連
絡
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

毎
年
、
当
日
突
然
お
見
え
に
な

る
方
が
お
ら
れ
、
会
場
担
当
者
に

大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
か

つ
皆
様
方
の
料
理
も
準
備
で
き
か

ね
ま
す
の
で
、
か
な
ら
ず
事
前
に

連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

水
陵
会
の

つ
ど
い
の
ご
案
内

●
日
　
時

　
10
月
17
日
㈯

　
16
：
30
〜
　
受
付

　
17
：
00
～
　
会
議

　
17
：
45
〜
　
講
演

　
18
：
30
〜
　
懇
親
会

●
会
　
場

　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
米
子

●
会
　
費

　
五
，
〇
〇
〇
円
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平
成
26
年
度
卒
業
生
の
進
路
状

況
は
、
進
学
が
96
名
、
就
職
が
56
名

で
し
た
。

　

進
学
で
は
、
４
年
制
大
学
が
８

名
、
短
期
大
学
が
31
名
、
専
門
学
校

等
が
57
名
で
し
た
。
４
年
制
大
学

は
、
国
公
立
大
学
に
は
尾
道
市
立
大

学
に
１
名
合
格
し
ま
し
た
。
私
立
大

学
で
は
、
関
西
大
学
、
千
葉
商
科
大

学
、
大
阪
商
業
大
学
、
ま
た
新
設
の

鳥
取
看
護
大
学
な
ど
７
名
が
合
格

し
ま
し
た
。

　

短
期
大
学
は
、
島
根
県
立
大
学
短

期
大
学
部
に
２
名
、
倉
敷
市
立
短

期
大
学
に
１
名
の
計
３
名
が
公
立

短
大
に
合
格
し
ま
し
た
。
他
に
は
、

鳥
取
短
期
大
学
、
美
作
大
学
短
期
大

学
部
、
京
都
文
教
短
期
大
学
、
就
実

短
期
大
学
、
関
西
外
国
語
大
学
短

期
大
学
部
な
ど
に
合
格
し
ま
し
た
。

短
大
に
つ
い
て
は
、
よ
く
進
路
研
究

を
行
い
、
質
の
高
い
進
路
先
に
進
む

生
徒
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

本
校
で
は
資
格
取
得
や
専
門
教

科
を
活
か
し
た
推
薦
入
試
・
Ａ
Ｏ
入

試
で
受
験
す
る
生
徒
が
多
い
で
す
。

早
い
時
期
よ
り
小
論
文
の
個
別
指

導
を
受
け
た
り
、
教
科
の
講
習
を
受

け
た
り
す
る
こ
と
で
力
を
伸
ば
し

て
、
難
関
大
学
に
合
格
を
果
た
し
た

生
徒
が
い
ま
し
た
。

　

専
門
学
校
で
は
、
商
業
学
科
・
家

庭
学
科
で
身
に
つ
け
た
技
術
を
さ

ら
に
伸
ば
し
た
い
生
徒
が
進
学
し

て
い
ま
す
。
商
業
学
科
だ
と
簿
記
、

情
報
処
理
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
ホ
ス
ピ
タ

ル
を
学
ぶ
人
が
多
い
で
す
。
家
庭
学

科
か
ら
は
、
被
服
、
調
理
、
製
菓
、

栄
養
を
学
ぶ
生
徒
が
多
い
で
す
。
ま

た
最
近
、
看
護
、
理
学
療
法
、
作
業

療
法
、
歯
科
衛
生
士
な
ど
の
医
療
系

分
野
に
進
む
生
徒
が
増
え
て
き
て

お
り
、
今
年
度
卒
の
生
徒
は
専
門
学

校
進
学
者
の
う
ち
35
％
が
医
療
系

分
野
の
進
学
で
し
た
。

　

就
職
は
、
県
内
就
職
41
名
、
県
外

就
職
15
名
の
合
計
56
名
と
久
々
に

多
く
の
内
定
者
が
出
ま
し
た
。

　

そ
の
原
因
と
し
て
、
鳥
取
県
内

高
校
生
の
求
人
倍
率
が
１
・
３
（
昨

年
度
は
１
・
２
４
）
と
大
幅
に
よ
く

な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
県

内
の
求
人
数
も
１
６
０
７
人
と
平

成
13
年
以
降
で
は
最
多
で
し
た
。
職

業
分
類
で
み
ま
す
と
、
事
務
26
％
、

販
売
17
％
、
サ
ー
ビ
ス
25
％
、
製
造

16
％
で
し
た
。

　

具
体
的
な
就
職
先
で
は
、
鳥
取
西

部
農
協
、
山
陰
合
同
銀
行
、
西
日
本

旅
客
鉄
道
、
味
屋
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
八
幡
物
産
、
大
協
組
、
ネ
オ
プ

ラ
テ
ッ
ク
米
子
工
場
、
米
子
自
動
車

学
校
、
リ
サ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
プ

ロ
ダ
ク
ト
、
イ
ー
ウ
ェ
ル
、
ダ
イ
マ

ツ
、
門
永
水
産
な
ど
の
会
社
で
内
定

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
外
で
は
、

稲
田
屋
本
店
、
関
西
国
際
空
港
産
業

な
ど
で
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
７
月
１
日
よ
り
求
人

票
の
公
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。
求
人

数
は
昨
年
度
を
上
回
る
数
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
よ
り

大
学
生
の
就
職
時
期
が
後
ろ
倒
し

に
な
り
、
高
校
生
が
大
学
生
で
足
り

な
か
っ
た
部
分
の
穴
埋
め
に
な
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
高
の
生
徒
は
、
専
門
教
科
の
検

定
、
部
活
動
な
ど
に
真
面
目
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
校
章
の
ミ
ツ
バ

チ
の
勤
勉
さ
は
健
在
で
す
。
ま
た
、

あ
い
さ
つ
、
礼
儀
の
で
き
る
素
直
な

生
徒
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
で
は
、
入
社
後
も
努
力
を
続

け
、
地
元
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
く

平
成
二
十
六
年
度
卒
業
生
の
進
路
等

平
成
二
十
六
年
度
卒
業
生
の
進
路
等

　

57
回
を
迎
え
る
当
会
の
今
年
度

総
会
は
来
る
11
月
８
日
（
日
）
十
一

時
か
ら
霞
が
関
の
東
海
大
学
校
友

会
館
（
35
階
）
に
て
開
催
を
致
し
ま

す
。

　

近
年
、
会
員
の
高
齢
化
に
伴
う

参
加
減
と
参
加
会
員
の
固
定
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
潜
在

会
員
の
掘
り
起
し
も
兼
ね
て
、
こ

の
二
年
間
は
横
浜
と
千
葉
で
開
催

を
致
し
ま
し
た
。
そ
の
効
果
も
あ

り
地
方
在
住
の
参
加
も
目
立
ち
ま

し
た
。

　

今
年
は
都
心
部
で
の
開
催
に
戻

し
首
相
官
邸
近
く
で
レ
イ
ン
ボ
ー

ブ
リ
ッ
ジ
の
眺
め
も
素
晴
ら
し
い

場
所
で
開
催
を
致
し
ま
す
。

　

お
知
り
合
い
の
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
お
声
が
け
戴
け
た
ら
幸
い

で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
当
会
初
め
て
前

述
の
通
り
千
葉
に
て
開
催
を
致
し

ま
し
た
。
場
所
は
東
京
湾
、
幕
張

東
京
水
陵
会

東
京
水
陵
会

東
海
水
陵
会

東
海
水
陵
会

　

東
海
水
陵
会
の
集
い
を
、
例
年

の
よ
う
に
、
平
成
27
年
７
月
５
日

（
日
）
の
11
時
30
分
か
ら
名
古
屋
国

メ
ッ
セ
、
プ
ロ
野
球
の
千
葉
ロ
ッ

テ
球
場
を
眼
下
に
見
下
ろ
せ
る
海

浜
幕
張
の
Ｔ
Ｋ
Ｍ
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
（
48
階
）に
て
11
月
９
日（
日
）

に
開
催
。
母
校
か
ら
澤
田
校
長
・
青

山
恩
師
、
本
部
水
陵
会
か
ら
長
谷

川
前
副
会
長
、
関
西
水
陵
会
か
ら

遠
藤
会
長
、
東
海
水
陵
会
か
ら
作

野
幹
事
、
在
京
の
米
城
会
（
米
子
東

高
）、
米
工
会（
米
子
工
）、
関
東
翠

会
（
米
子
西
高
）、
東
京
か
し
の
は

会
（
境
高
）、
県
本
部
の
そ
れ
ぞ
れ

ご
関
係
者
の
ご
出
席
の
も
と
千
葉

在
住
の
会
員
八
名
含
め
三
二
人
の

参
加
で
開
催
を
致
し
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
の
後
、
澤
田
校
長
よ

り
母
校
の
近
況
報
告
、
自
作
米
作

り
に
参
加
さ
れ
て
い
る
31
年
卒
の

松
本
前
会
長
に
よ
る
「
大
山
千
枚
田

の
棚
田
＊
」
の
講
演
、
そ
し
て
23
年

卒
の
名
和
川
さ
ん
の
乾
杯
で
開
宴
、

吉
岡
前
校
長
（
東
京
在
住
で
特
別
会

員
に
な
っ
て
戴
い
て
い
ま
す
）
の
ご

参
加
も
あ
り
又
青
山
恩
師
の
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
も
好
評
で
和
や
か
な

雰
囲
気
の
下
、
恒
例
と
な
っ
て
い

る
故
郷
米
と
大
山
千
枚
田
米
争
奪

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
の
後
、
34
年
卒

の
船
田
さ
ん
の
校
歌
・
応
援
歌
を
皆

で
合
唱
、
来
年
の
再
会
を
誓
い
解

散
致
し
ま
し
た
。

　

因
み
に
米
の
争
奪
戦
で
の
勝
利

者
は
、
今
年
は
34
年
卒
岩
田
さ
ん
、

39
年
卒
佐
口
さ
ん
と
来
賓
の
方
で

し
た
。

（
＊
千
葉
県
鴨
川
市
に
あ
る
中
山
間

地
）

（
東
京
水
陵
会 

会
長 

塚
田　

誠
）

際
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
当
面
の
活

動
休
止
を
決
め
た
。

　

東
海
水
陵
会
は
、
第
60
回
水
陵

会
の
つ
ど
い
で
の
話
題
が
発
端
と

な
り
設
立
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

当
時
の
校
内
幹
事
、
東
京
・
関
西
両

水
陵
会
の
協
力
の
も
と
に
、
平
成

５
年
７
月
４
日
設
立
総
会
を
開
催

し
た
。
今
年
度
の
「
つ
ど
い
」
が
第

23
回
目
と
な
る
。
他
校
同
窓
会
に

も
呼
び
か
け
、
同
窓
会
を
魅
力
的

で
有
意
義
な
「
つ
ど
い
」
に
す
る
た

め
に
、
各
同
窓
会
の
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
を
紹
介
し
合
う
、
と
い
う
趣

旨
で
、
企
画
し
た
が
、
諸
般
の
事

情
で
参
加
者
は
、
全
員
で
14
名
に

と
ど
ま
っ
た
。

　

当
日
は
、
司
会
者
の
作
野
誠
東

海
水
陵
会
常
任
幹
事
が
開
会
の
挨

拶
を
し
、
６
月
24
日
に
逝
去
さ
れ

た
大
田
登
志
夫
幹
事
に
黙
祷
を
捧

げ
た
。

　

続
い
て
、
水
陵
会
を
代
表
し
て

杉
原
弘
一
郎
会
長
の
挨
拶
と
鳥
取

県
の
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
澤
田
裕
二
校

長
か
ら
、
母
校
の
近
況
報
告
を
兼

ね
て
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
門
脇
誠

司
ふ
る
さ
と
鳥
取
県
産
業
・
観
光
セ

ン
タ
ー
所
長
か
ら
、
来
賓
を
代
表

し
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

臨
席
い
た
だ
い
た
来
賓
の
紹
介

後
、
議
事
に
入
り
、
平
成
26
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
報
告
を
審

議
し
、
平
成
27
年
度
以
降
の
会
の

運
営
等
に
つ
い
て
は
、
懇
親
会
の

中
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

石
原
吉
三
郎
東
海
水
陵
会
名
誉

会
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
懇
談
に

移
っ
た
。
ま
ず
、
前
田
勝
照
東
海

鳥
取
県
人
会
幹
事
長
か
ら
県
人
会

の
活
動
の
報
告
を
い
た
だ
き
、
藤

本
克
彦
東
海
米
工
会
会
長
・
松
井
威

憲
東
海
米
城
会
副
会
長
・
遠
藤
稔
関

西
水
陵
会
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

人
材
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
進
学
後
に
地
元
に
戻
っ
て
く
る

生
徒
が
と
て
も
多
い
の
が
南
高
の

特
徴
で
す
。
今
後
と
も
水
陵
会
が
地

元
の
発
展
を
担
っ
て
い
け
る
様
に
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

長
い
間
採
用
を
見
合
わ
せ
て
い

た
企
業
か
ら
、「
ぜ
ひ
、
南
高
卒
の
生

徒
を
育
て
た
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ

い
て
採
用
に
繋
が
っ
た
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
先
輩
方
の
勤
務
先
、

或
い
は
周
囲
の
企
業
に
お
い
て
人

材
が
必
要
と
な
る
状
況
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
ご
一
報
く
だ
さ

い
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と

も
米
子
南
高
校
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。　

　
　
　
　
（
進
路
指
導
部
）

同
窓
会
の
活
動
状
況
の
報
告
を
い

た
だ
い
た
。

　

こ
の
報
告
を
基
に
、
東
海
水
陵

会
の
運
営
等
に
つ
い
て
検
討
し
、

平
成
27
年
度
以
降
の
活
動
に
つ
い

て
決
定
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
井
上
孝
文
校
内

幹
事
長
、
参
加
者
の
埜
野
内
賢
（
平

成
元
年
卒
）・
熊
谷
い
く
み
さ
ん（
平

成
22
年
卒
）
か
ら
も
コ
メ
ン
ト
を
も

ら
い
、
み
ん
な
で
歓
迎
し
た
。
今

回
も
、
高
塚
翼
監
査
に
は
カ
ラ
オ

ケ
で
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、

来
賓
の
方
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

い
た
。
臨
席
い
た
だ
い
た
来
賓
の

方
に
、
水
陵
会
会
員
で
、
北
原
白

秋
作
詩
・
山
田
耕
筰
作
曲
の
南
高
校

歌
を
披
露
し
早
期
の
活
動
再
開
を

誓
っ
た
。
岩
本
至
東
海
米
工
会
幹

事
に
中
締
め
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

閉
会
に
し
た
。

　

平
成
27
年
度
事
業
等
今
後
の
東

海
水
陵
会
の
運
営
等
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
よ
う
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

平
成
27
年
度
・
平
成
28
年
度（
第

12
期
）役
員
は
、
大
田
登
志
夫
氏
を

除
き
、
第
11
期
役
員
を
そ
の
ま
ま

と
し
、
す
べ
て
の
業
務
を
常
任
幹

事
が
代
行
す
る
。
平
成
27
年
度
は
、

可
能
な
範
囲
で
活
動
を
継
続
す
る
。

　

平
成
28
年
度
は
、
東
海
水
陵
会

と
し
て
の
「
つ
ど
い
」
等
の
独
自

の
行
事
は
、
休
止
し
、
水
陵
会
本

部
か
ら
の
活
動
助
成
金
は
辞
退
す

る
。
総
会
は
、
会
則
第
10
条
の
規

定
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
数
回
の

例
に
倣
い
文
書
で
全
会
員
に
通
知

し
、
総
会
の
開
催
に
代
え
る
。

　

平
成
29
年
度
の
「
第
25
回
東
海
水

陵
会
の
集
い
」
は
、
第
90
回
水
陵
会

の
つ
ど
い
と
同
日
に
、
米
子
で
開

催
す
る
こ
と
を
企
画
し
、
東
海
水

陵
会
の
活
動
の
再
開
を
模
索
す
る
。

（
東
海
水
陵
会 

事
務
局 

作
野　

誠
）



憙

　水陵会だよりも、おかげさまを持ちまして、今回で第25号を発行することができました。しかしながら、一般会計の収支決算書に
も記載していますとおり、発送費・印刷費等で150万円以上の経費がかかっています。今後も、母校の様子、在校生の活躍も含め、同窓
会の様子を継続して報告させていただき、絆を大切にしていきたいものと考えてはいますが、昨年の総会において、以下のように取
り扱うように決定しました。
　次回からは、作成した上で、学校のＨＰから入れる同窓会のＨＰにアップするようにいたします。（現在は、同窓会のＨＰは開設さ
れていません）
　そして、総会（つどい）の参加の方々、

東京・関西・東海の各支部総会の参加の方々に配布と、前年度に協力金を振り込んでいただいた同窓生の方のみの発送と	
なります。

　ただし、３年から５年に一度は全会員の皆様に発送させていただきます。
　諸事情をご理解いただきまして、同封の振込用紙で１口2,000円、何口でも結構です。ご協力いただきますようお願い申し上げます。
　なお、協力金については、あくまでも任意ですので、その点、重ねてお含み置きをお願いいたします。

水陵会だより　来年度以降の発行についておよび　協力金のお願い



SUIRYO-KAI 平成27年９月（３）

母  校  生  徒  の  活  躍
（順不同）

部 種　目 成　　　績　　　他
バレー
ボール 女子 ２回戦　米子南１－２鳥取東

弓道 
女子団体

予　選　第３位（40射25中）
　平井・松岡・梅木・髙田・平岡・潮・池原
決勝リーグ　第３位（１勝２敗）
　平井・松岡・梅木・髙田・平岡・潮・池原

男子団体 予選　第５位（40射25中）大倉・小林・永島・池原・小坪

バスケッ
トボール 女子

２回戦　米子南　64－61　鳥取東
３回戦　米子南　53－42　鳥取中央育英
準決勝　米子南　75－71　米子東
決　勝　米子南　65－80　倉吉北　　
第２位　　優秀選手　小島こころ

ボート
女子

舵手付クォドルプル
（黒多香澄、舩木萌花、宮本茉緒、佐伯真結、小林美穂）
　第２位
ダブルスカル（三鴨幸佳、田中里奈）　第４位
女子シングルスカル　濱田美佳　第４位

男子 シングルスカル　西宮優太　第５位
ハンド
ボール 女子 初戦敗退 対 米子東

ソフト
テニス

女子団体 ３位（福田紗英・杠美憂・石田ユニカ・大谷美来・奥田夢
華・三代すず・山田怜奈・白石菜々）　

女子個人

３位　福田紗英・杠美憂
７位　石田ユニカ・大谷美来
17位　森本佳愛・常盤萌々華
17位　奥田夢華・三代すず　

男子個人 32位　小西巧真・大石吉生

ソフト
ボール 女子

１回戦　米子南　６－０　米子
２回戦　米子南　５－０　米子松蔭
準決勝　米子南　１－４　倉吉総産
第３位　大会優秀選手賞　野島早恵

飛込 女子 近藤優妃　女子高飛込　優勝、女子３m飛板飛込　優勝

フェン
シング 女子

女子学校対抗戦　優勝　→インターハイ出場　　
個人フルーレ　第５位　近藤未羽

第６位　深田みのり
第８位　境　小雪

個人エペ　優勝　近藤未羽　→インターハイ出場　
第５位　境　小雪

サーブル　第２位　深田みのり

バドミン
トン

男子団体
石賀滉基・松田詠真・藤谷惇之介・高本健伸・山下千太
郎・（マネ）堀川瑞穂

（１回戦）米子南０－３鳥取湖陵

女子団体

杉原　望・柴田ももこ・天満里沙・松本祐奈・山本由衣・
木村小夏・永瀬絢美・（マネ）磯本礼奈

（１回戦）米子南３－１八頭／（２回戦）米子南３－
１倉吉総合産業／（３回戦）米子南０－３米子北［ベ
スト８］

女子ダブルス
山本由衣・木村小夏（１回戦）２－０鳥取商業ペア
／　　　　　　　　　（２回戦）０－２倉吉西ペア
杉原　望・柴田ももこ（１回戦）０－２鳥取敬愛ペア

部 成　　　績　　　他

かるた

第12回全国競技かるた兵庫大会
　２－１山辺　D級３位入賞、初段に昇段
第39回全国高等学校総合文化祭滋賀大会小倉百人一首かるた部門鳥
取県予選会 兼 第37回全国高等学校かるた選手権大会鳥取県予選会
　個人戦　２位　山辺（２－１）　３位　細田（２－４）
　結果、山辺、細田の他に、１－２藤原、山根、１－３岡本、１－４足立、
　青戸が全国総文の県選抜チームのメンバーに選ばれる。

放送
第62回ＮＨＫ杯高校放送コンテスト鳥取県大会
　全国大会出場ラジオドキュメント部門：「Thing we can do is」
　近畿総文祭福井大会：アナウンス部門：福満こず枝

吹奏楽
第62回鳥取県高等学校総合音楽会吹奏楽の部　優秀賞
第55回全日本吹奏楽コンクール鳥取県大会　銀賞

情報処理

第27回鳥取県高等学校情報処理競技大会 兼 第27回全国高等学校情
報処理競技大会鳥取県予選
　団体　２位
　個人　山形美乃・小西巧真　　全国大会出場

部 成　　　績　　　他

調理

第５回全国子供のための愛情弁当コンテスト（鳥取県予選）
　優秀賞　日野由里佳、髙田美月、安達保乃香、山本莉奈、木村亜美奈、

楳田真海、白川諒真、門永星香、柴田ももこ

第５回全国子供のための愛情弁当コンテスト　
　優秀賞　日野由里佳　　優良賞　髙田美月

部 成　　　績　　　他
バスケッ
トボール

第60回中国高等学校バスケットボール選手権大会
　１回戦　米子南　54−101　倉敷翠松

フェン
シング

第42回中国高等学校フェンシング選手権大会
　女子学校対抗戦　５校中５位　女子個人フルーレ　20人中９位 
　近藤未羽
　女子個人エペ　８人中６位　近藤未羽
　女子サーブル　８人中８位　深田みのり
第68回フェンシング全日本選手権中国地区予選
　女子個人フルーレ　ベスト８　近藤未羽　
　女子個人エペ　第３位　近藤未羽→全日本選手権大会出場権獲得

ボート

第58回中国高等学校ボート選手権大会
　女子舵手付クォドルプル
　（黒多香澄、舩木萌花、宮本茉緒、佐伯真結、小林美穂）　第５位
　女子シングルスカル　三鴨幸佳　準決勝進出

陸上

中国高校陸上
（男子）
　三段跳　　來間怜史（3）　　13m04（+1.0）　
　やり投　　岩尾順平（3）　　49m12　

（女子）
　100ｍＨ　 嶋本　茜（1）　　16"49（+1.8）
　走幅跳　　時光直美（3）　　4m97（+2.8）

内田愛里（2）　　4m64（+1.1）　

飛込
第63回中国高等学校選手権水泳競技大会飛込競技
　近藤優妃　女子３ｍ飛板飛込　３位、女子高飛込　１位
　両種目とも参加標準点突破　インターハイ出場

関
西
水
陵
会

関
西
水
陵
会

鳥取県高校総体結果

文化部活動報告

その他の大会

中国大会結果

　事務局（0859－33－1641）にご一報いただければ、清酒２本贈呈いたします。
　また、必要であれば、宛名シールを提供いたします。尚、準備の都合上、一週間ほど余裕をいただければと存じます。さらに、
大変申し訳ございませんが、１学年基本料金4,500円他のご負担をお願いしておりますので、よろしくお願い申し上げます。
　各期のご盛会をお祈りいたします。

同期生会を開催されるときは

　
去
る
６
月
13
日
（
土
）、
大
阪

第
一
ホ
テ
ル
で
第
57
回
関
西
水
陵

会
の
集
い
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
ご
来
賓
を
含
め
、
総
勢
36

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
会
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
の
後
、
澤
田
校
長
、

杉
原
水
陵
会
会
長
、
米
田
鳥
取
県

関
西
本
部
長
か
ら
母
校
や
県
の
近

況
紹
介
が
あ
り
、
皆
さ
ん
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
今
年
の

出
席
者
は
例
年
よ
り
や
や
少
な
め

な
が
ら
初
参
加
の
方
も
多
く
、
会

場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
話
が
弾
み

ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
中
で
、常
藤
和
子
さ
ん

（
昭
和
37
年
卒
）か
ら
、家
事
や
片
付

け
に
関
す
る
自
著
３
冊
が
母
校
に

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、元
体
育
教
師
青
山
典
代
先

生
に
よ
る「
演
歌
に
合
わ
せ
て
ス
ト

レ
ッ
チ
」の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、皆
さ

ん
が
心
地
よ
い
汗
を
流
し
、岡
田
仁

一
さ
ん
（
昭
和
33
年
卒
）の
ハ
ー
モ

ニ
カ
演
奏
で
は
、
そ
の
美
し
い
音

色
に
合
わ
せ
て
会
場
に
歌
声
が
あ

ふ
れ
和
や
か
な
盛
り
上
が
り
で
し

た
。

　

高
齢
化
が
進
み
参
加
者
が
減
少

傾
向
に
あ
る
中
、開
催
時
期
、場
所

等
を
工
夫
し
少
し
で
も
魅
力
あ
る

集
い
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
知
恵
を
お
貸
し
く
だ

さ
い
。来
年
は
６
月
18
日（
土
）を
予

定
し
て
い
ま
す
。関
西
以
外
か
ら
も

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

（
関
西
水
陵
会
会
長
遠
藤

稔
）
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平成26年度一般会計収支決算書
自　平成26年４月１日　至　平成27年３月31日

鳥取県立米子南高等学校　水陵会
【収入の部】

項　目 予　算 決　算 増　減 備　考

総 会 会 合 費 1,000,000 1,137,206 137,206 総会会場料、
日本海新聞掲載料

支部総会会合費 150,000 153,300 3,300 支部総会

通 信 費 1,400,000 1,419,866 19,866 水陵会だより発送費等

印 刷 事 務 費 150,000 182,098 32,098 水陵会だより印刷費

交 通 旅 費 200,000 284,040 84,040 支部総会旅費

協力金振込手数料 10,000 34,180 24,180

慶 弔 費 80,000 52,754 ▲ 27,246 卒業記念品、弔電代等

消 耗 品 費 7,000 108 ▲  6,892 名札・祝儀袋ほか

雑 費 10,000 26,750 16,750 振込手数料、
全国選抜広告料等

支 部 助 成 金 300,000 300,000 0 東京・東海・関西水陵会

予 備 費 45,300 0 ▲  45,300

次 年 度 繰 越 872,250 872,250

合 計 3,352,300 4,462,552 1,110,252

【支出の部】

平成26年度特別会計収支決算書
自　平成26年４月１日　至　平成27年３月31日

鳥取県立米子南高等学校　水陵会

項　目 決　算 備　　考
前 年 度 繰 越 3,290,772
名 簿 販 売 4,500 直接販売１冊
寄 付 金 150,000
雑 収 入 482 預金利息
合 計 3,445,754

【収入の部】

項　目 決　算 備　　考
会 議 会 合 費 20,153
総 会 会 合 費 繰 出 364,606 一般会計へ
通 信 費 0
特 別 繰 出 1,000,000 一般会計へ
次 年 度 繰 越 2,060,995
合 計 3,445,754

【支出の部】

項　目 予　算 決　算 増　減 備　考

前年度繰越金 247,964 247,964 0

入 会 金 1,404,300 1,413,600 9,300 ¥9,300×152名

会 費 500,000 542,000  42,000 総会会費

協 力 金 収 入 800,000 894,267 94,267

雑 収 入 36 115 79 預金利息

総会会合費繰入 400,000 364,606 ▲ 35,394 特別会計より

特 別 繰 入 0 1,000,000 1,000,000

合 計 3,352,300 4,462,552 1,110,252

平成27年度本部役員
　　名誉会長	 井　上　万吉男（昭16商蚕）	前会長
　　会　　長	 杉　原　弘一郎（昭36南商）
　　顧　　問	 松　本　　　僌（昭15商商）
	 澤　田　裕　二	 学校長
	 吉　岡　成　幸	 前学校長
　　	 友　松　文　嗣	 元学校長
　　	 谷　野　史　郎	 元学校長
　　副　会　長	 小　谷　　　茂（昭38南農）
　	 尾　澤　三　夫（昭38南商）
　　	 松　本　正　福（昭43境商）
　　	 竹　上　順　子（昭49南商）
	 門　脇　一　男（昭50南商）
	 松　本　二三子（昭60南処）
　　監　　事	 米　川　　　收（昭41南商）
	 遠　藤　　　聖（昭44南化）
	 矢　倉　貴　志（平３南処）
東京水陵会
　　会　　長	 塚　田　　　誠（昭40南商）
　　事　務　局	 菅　田　年　男（昭57南処）
関西水陵会
　　会　　長	 遠　藤　　　稔（昭35南商）
　　事　務　局	 内　藤　幸　子（昭33南商）
東海水陵会
　　会　　長	 田　中　康　彦（昭31南商）
　　事　務　局	 作　野　　　誠（昭42南商）

事務局からのお知らせ

水陵会名簿作成についてのご案内

　近年、同級生や学校事務室、教員や同窓会の名前を騙っ
て、会員の皆様の住所や電話番号などの連絡先や勤務先
などを尋ねる電話がある、あるいは「同窓会の紹介を受
けた」といって投資や資格講座などのセールスの電話が
あった、などの問い合わせをいただいています。
　また、同窓会事務局の方にも、卒業生と偽って「同窓
会名簿を購入したい」という問い合わせをしてくる悪質
業者からの電話もあります。
　同窓会では、今回も郵便物による調査を行い、数回郵
送しても連絡がつかない場合のみに、電話で確認させて
いただくことがありますが、基本的に電話で個人情報に
関することをお尋ねすることはありません。また、郵便
物の返信先も必ず、米子市長砂町216　米子南高等学校
となっています。さらに学校事務室や進路指導部が、住
所などの調査をすることもございません。
　同窓会名簿につきましても、慎重に身元確認をとらせ
ていただき卒業生と確認できなければ販売しないように
注意いたしております。
　このような悪質業者により、会員の皆様にはご迷惑、
不愉快な思いをおかけしていることと思いますが、すぐ
に回答してしまうことの無いように、また不審な電話が
あった場合は、相手方を再度ご確認いただきますように
お願いします。

　５年に１度発行している水陵会名簿ですが、平成28年
が発行年です。
　名簿作成作業については、個人情報の慎重な取扱いを
重視し、同窓会で協議を重ねた結果、前回同様プライバ
シーマーク取得のデータ整備専門会社㈱サラトに委託し
ております。
　会員の皆様には、12月上旬に住所確認の調査ハガキが
発送されます。内容をご確認の上、ご返信ください。
　また、この調査に先駆けた予備調査として、このたび、
同級生の方々の住所不明者について、その一覧と連絡用
ハガキを同封させていただいています。
　整備されたデータは、母校、水陵会の財産です。ご理解、
ご協力のほどお願いいたします。　　

　水陵会会長　　杉原　弘一郎


